










































































































































































































































































































































Ｈ Ｈ Ｍ 
図２ケキユレーモデルで描いたbenzolC6H6
２９日に行った有機化学OrganischeScheikundeの
講義で紹介しているので先に記す3)．
スロイスの講義中の「炭素冨有シタル抱合物」で
は，
已二論セシ炭素抱合物ハ其炭素「アトーム」ノ
只其抱合位ノミ互ヒニ抱合セシ者ナリ．如此抱
合物ヲ脂肪物質ト名ヅク．如何トナレハ天地間
二自然二形成スル脂肪酸此抱合物卜同一性質ヲ
有スレバナリ．炭素抱合物中炭素「アトーム」
二数箇ノ抱合位ヲ以テ互ヒニ抱合スル者アリ．
例エバ．`円｡=而及ﾋﾟい
。。｡｡ ナリ．故二則ｂｅｎｚｏｌ
Ｃ６Ｈ６ハ炭素抱合位ノー十四中十八位ハ互ヒニ
抱合スル者ナリ図ノ如シ、（図２）
如此キ抱合物ハ炭素ノ抱合位殆ンド全テ互二抱
合シタル者ナリ，之ヲaromatischeverbindun-
gen揮発抱合物ト言ウ．
これは前報'0)で示したケキュレーのモデルでベ
ンゼンを描こうとしたものであるが，両端の炭素ア
トムにそれぞれ２結合位が残っている．
次に本書の巻之一の誘導篇に「炭素富有抱合物」
の項がある'9)。
以上論セシ処ノ炭素抱合物ハ水素ノー位ヲ自
固ノ抱合位二由テ奪上，只炭素ハ互ヒニー抱合
位ヲ以テ抱合セシト錐モ，他ノ有機物体二於テ
炭素一筒以上ノ水素ノ抱合位ヲ奪上，其抱合物
体中二許多ノ炭素ヲ含有入即Benzol＝Ｃ６Ｈ６
二於テ見ルカ如シ、之し炭素ノ各水素ノ三箇抱
合位ヲ奪ヒテ互ヒニ抱合シテ，只六筒ノ水素ヲ
残セシ者ナリ．故二二十四ノ水素ノ抱合位ノ十
八ハ已二炭素二由テ奪ハレシ者ナリ．
Ⅵ、ベンゼン環
本書ではケキュレーが提唱したベンゼン環，ナフ
タレン環について三項にわたって記されている．ま
た，ケキュレーが六員環モデルを考え出す以前に考
えていたＣ６Ｈ６のモデルをスロイスが明治７年５月
＊この単語は辞書で確認出来ない．
(５） 
化学史研究ＶｏＬ３１Ｎｏｌ６ 
者ニシテ必ス六「アトーム」已上ノ炭素ヲ含有
ス，又夕「アロマテーセ」抱合中二於イテハ炭
素他ノ抱合物中二於ケルヨリモ密着，則一已上
ノ和合位ヲ以テ抱合スル者ナリ．此抱合物中最
モ単一ナル者ハBenzolC6H6ナリ．Benzolハ
炭素ノ飽和抱合ニシテ，炭素ノー十四和合位ヲ
有シ，其ノ和合位十八ケハ互ヒニ抱合，六ケハ
水素ト抱合スコノ抱合ノ'性質ハ左ノ図二就テ
明ナリ．
（ここには図２と図３と同じものが描かれて
いるので略す.）
と図が描かれている．以下にベンゼン化合物の置換
体，例えば「ホロールベンゾル」「ヨードベンゾル」
｢ブロムベンゾル」「フェノール」「ニトロベンゼン」
｢アミド（アミノ）ベンゼン」が挙げられている．
ベンゼンの置換体の構造異性体が多数あることを
記して次の例を挙げている．
Monochloortoluol（C6H4Cl)CH3 
BennzylchlorideC6H5CH2Cl 
Crezol（Ｃ６Ｈ４０Ｈ)CH3 
BenzylalcoholC6H5CH20H 
Amidotoluol（C6H4NH2)CH3 
BenzylamineC6H5(ＣＨ２ＮＨ２） 
XylolC6H4(CH3)２ 
AethylbenzolC6H5C2H5 
CumolC6H3(CH3)３ 
AetyltoluolC6H4(C2H6,ＣＨ３） 
これらは何れも分子式で示されているが，上図を用
いた構造式は描かれていないために，位置異'性体の
事は全く記されていない．
Naphthaline-groep（｢巻之四」１１頁より）
NaphthalineCl0H8 
コノ「ナフタリー子」中ノ炭素「アトーム」ハ
恐クハ「ベンゾル」中ノ炭素「アトーム」ト同
一法ヲ以テ抱合シ存在スル者ナラン．尚「アロ
マチーセ」抱合条下二於イテ「ベンゾル」ヲ論
セシ下条ト抱合ノ像ヲ参考ス可シ､｢ナフタリー
子」中二存スル水素ノ「アトーム」ハ互イニ交
代サルル者ナリ．但シ二個ヨリ八個二至ル迄随
図３ケキュレーモデルで描いたベンゼンの
環式モデル
6個の円弧形の図は炭素原子を示し，棒は互
いに結合している結合位を，丸印は水素原子
の結合位を示している．
例之左ノ
冊Ｈ壬挫
研Ｈ拙
冊冊冊
C２Ｈ６ 
C２Ｈ４ 
C３Ｈ４ 
亦「ベンゾル」ノ「ホルミュル」ヲ如此記載シ，
必其一容ノ炭素ハー側ノー筒ノ水素ノ抱合位ヲ
奪上，他側ハー筒ノ水素ノ抱合位ヲ奪上以テ全
抱合ヲナス者ト知ルヘシ．
べて，ベンゼンの構造を示している（図３)．と述
此抱合ノ順序ハ必ス何レノ炭素二於テモ同一ニ
シテ，二箇ノ抱合位ヲ奪ヒシ例ハー筒ノ抱合位
ヲ奪ヒシ側二相対ス．抱合物中二於テ只炭素ノ
ー抱合位ノミ抱合スル者ヲ脂肪質ト名久但シ
脂肪ハ只炭素ノー筒抱合位ノ抱合シタル炭素抱
合物ナリ．故二脂肪二類似シタル物質，則其抱
合物中只炭素ノー筒抱合位ノ抱合シタル物質ヲ
悉ク脂肪質二算入ス．
「巻之三｣のAromatischeVerbindingenの項では
次の様に記されている．
「アロマテーセ｣抱合トハー種ノ抱合物ニシテ
「コールヒダラーテン｣ヨリモ許多ノ炭素ヲ含ム
(６） 
７ オランダ人医師ＡＣホルトルマンの有機化学講義（板垣）
アニリン色素の合成法：
「アニリー子｣色素ハ方今木綿，毛織及ピ絹ノ染
物処二於イテ最モ採用セラル．若シ「アニリー
子」ヲ水中二溶解シ以テ希薄ナル塩酸加累基ヲ
注グトキハ，美麗ノ鮮紅色ヲ呈入但須実ヲ経
レバ其色不潔赤色二変ス．「アニリー子｣ヲ硫酸
マタハkaliumdichromaatト混合セ令ルトキ
ハ美麗ノ晴青色ヲ呈シ,須突ヲ歴テ其色消散ス・
此「アニリー子」ノ晴青色則紫色素ヲ売買二
anilinepurperト称へ，又佛国二於イテハ
Mauve卜称へ大量二製造セラル.此品中ニハ窒
素塩基ヲ含ミ，コレヲMauvaneC27H24N4ト称
フ．
アニリー子ピュルペルの２つの合成法がある・
Rosaniline，FuchsineC2oH19N3の合成反応：
Aniline＋toluidine＋arsenicumPentoxide 
＝fuchsine＋water 
フクシンのＩ性質も記されている．
Triaethylrosaniline,HofmannsvioletC2oH16(C6 
H5)３Ｍ*製法等が記されている.
図４ナフタリンの構造
意二交代シ得ル者ナリ．（図４）
以下にナフタリンの塩素置換体について書かれて
いる．
この図では二つの六員環が描かれ，二重結合も描
かれている．何故かベンゼン誘導体，ナフタレン誘
導体ではこのような構造式は全く描かれていない．
ミラーのテキストでは先に示したベンゼンのモデル
とナフタレンの構造式は描かれていない20)．当時は
いずれの芳香族化合物も構造式では記さずに，分子
式でのみ記されていたと考えられる．
Anthraceengroep 
AnthraceeneCl4Ｈ１ｏ 
此品ヲ人工ヲ以テ製セント欲スルトキハ「ベン
ジールホロリーデ」ト水トヲ混シ密閉セル器中
二於イテ百九十度ノ温ヲ以テ煮ル可シ，
benzylchloride＋water＝chloorzuur＋water 
４C７Ｈ７Ｃｌ＋２Ｈ２０＝４ＨＣｌ＋２Ｈ２０ 
＋anthraceene＋… 
Ｃｌ４Ｈｌｏ＋Ｃ１４Ｈ１４ 
アントラセンはbenzylchloride2分子が反応して
合成される事を示しているがどのような構造かは記
されていない．ナフタリンの構造からその構造は類
推されていたと考えられる．
Ⅸ、天然有機化合物（生理活性物質）
本項には多数の化合物が挙げられている．表２に
化合物名と分子式をまとめた．
これらの化合物が何から得られるか，精製方法，
性質などが記されている．
一例として没食子酸galluszuur（ハリュスシュー
ル）を記す．
○蔓U…C仏{盟獣=GH仙
此酸ヲ「タニー子」ヲ以テ製スルノ理ハ已二
「タニー子」条下二於テ詳論セリ．又此酸ハDi
joodsalicylzuurトpotascheヲカロシテ熾熱スル
トキモ形成シ得ﾉﾚ者ナリ．尚左ノ符号ヲ見ルベ
シ．
C6H2J2(ＯＨ)CO2Ｈ＋２ＫＯＨ 
＝2ＫＪ＋Ｃ６Ｈ２(ＯＨ)3CO2H Ⅷ､AmidobenzoLaniline 
nitrobenzolからanilineの合成法,性質,塩基'性，
反応性が記されている． ＊Hofmannsvioletの塩酸塩はC26H32ClN3である．
(７） 
８ 化学史研究ＶｏＬ３１Ｎｏｌ
表２本書に記載されている天然有機化合物(生理活性物質）
サリチル酸とその誘導体
Benzoezuur C6H5COOH 
Benzoylaldehyde C6H5CHO 
BenzylalcoholC6H5CH20H 
Salicylzuur C6H4(ＯＨ)COOH 
Salicylaldehyde C6H4(ＯＨ)ＣＯＨ 
Ｓａｌｉｇｅｎｉｎｅ Ｃ６ＨＫＯＨ)CH20H 
Salicylzuurmethylaether C6Ｈ６(ＯＨ)CO2CH3 
Galluszuur C6H4(ＯＨ)3COOH 
Pyrogalluszuur（TrihydroxylbenzoDC6H3(ＯＨ)３ 
Ｃｕｍｏｚｕｕｒ Ｃ６Ｈ４ＣＯＨ,ＯＣ２Ｈ３０ 
（Ｃ６Ｈ４ＰＨ,CHCHCOOH） 
インヂゴとその誘導体
Indigqlndigotine C16HloN202 
1ndigowit Cl6H12N202 
1ndoigokuip*＊ 
Isatine C8H5NO2 
1ndol CBH7N,C6H4C2H3N 
Kaneelgroup（cinnamyl） 
StyroLCunnamolC8H8,C6H5CH=CH2 
Kaneelalcohol（cinnamylalcohol） 
Ｃ９Ｈ９０Ｈ,Ｃ６Ｈ５ＣＨ＝CHCH20H 
Styracine,Cinnamylcinnamate C18Hl602＊ 
Kaneelaldehyde C9H80 
C6H5CH＝CHCHO 
Kaneelzuur,cinnamicacidC6H5C3H200H 
Allizarine（alizarin）CMH80l 
Paarpurine 
テルペン類Terpenen
Diamelyne CloH2o*＊ 
Camphene C1oH16＊ 
Terpeen,Terpinene CloHl6 
Cymene C1oH14 
Menthol C1oH2oO 
Borneol,borneocamphjor C1oHI80 
Kamfer C1oH160 
Thymol CloHl40 
Campholzuur C1oHl802*＊ 
Camphinezuur C10H1602*＊ 
Camfeyzuur,camphoricacidC1oHl604 
Terpentyｎｏｌｉｅ（terpinoIene）C1oH16 
Kautshouk 
Guttaperka 
植物塩基Alkaloiden
Piperidine C5H1oNH 
Coniine,cunine C8H16NH＊ 
Nikotine （C5H7)2Ｍ 
第二酸素含有アルカロイド
Morphine C17Hl9NO3 
Codeine C18H21ＮＯ３＋Ｈ２０＊ 
Thebaine C19H21NO3 
Papaverine CloH2oNO3**(C2oH21NO4） 
Narcotine（Noscapine）C22H23NO7 
Narceine C23H27NO8 
Nicotine CloHI4N2＊ 
Nicotiniumzuur C6H502N＊ 
Strychnosalkaloiden 
Strychinine C21H22N202 
Brucine C23H26N204＋４H20 
Curarine CloH5N*＊ 
キナーアルカロイドKina-alkaloide
Chinine（Quinine） C2oH24N202 
Chinazuur C7H1206 
Cinchonine C19H220N2＊ 
Cinchonidine C19H220N2＊ 
Theobromine C7H8N402 
Caffeine C7H7(CH3)Ｎ402＋H20 
Methylparabonzuur， Ｃ202,ＣＯ,Ｈ,ＣＨ３,N2 
Parabonzuur C202,CO,Ｈ２Ｎ２（C3H2N203） 
血色素，Haematine，
胆汁酸類
Taurocholezuur 
Cholezuur 
C２６Ｈ４５ＮＳＯ２ 
Ｃ２４Ｈ４ｏＯ５ 
Taurine C２Ｈ７ＮＳＯ３ 
＊分子式の誤りがあり修正したもの．＊＊この化合物は調べたが明らかでないもの．
(８） 
オランダ人医師ＡＣホルトルマンの有機化学講義（板垣） ９ 
モデル(図３)が棒形モデルと共に描かれ，その移り
変わりの過程を知る事が出来る．この環式モデルか
ら発展し，炭素原子の四原子価説をもとに六角式モ
デルが出来上がったと見られる．しかしベンゼンの
多置換異性体に関しては記されていない．これは
1872年にケキュレーによる二重結合の振動仮説が
提出され，２年後にケルナーによって３種類の二置
換体で置換基の位置が決定されたからである23)．ホ
ルトルマンがベンゼンの六員環モデルを説明してい
たか否かは明らかでない．一方，ナフタリンが二つ
の六員環構造よりなることが図と共に記されてい
る．しかしその置換誘導体については触れていない．
ミラーはナフタリンの二塩素置換体で７個の異'性体
が分離された事を記しているが24)，図は示していな
い．しかし，７年後の1873年のＡＷ・ウイリアムソ
ンにより書かれた教科書には六員環式でベンゼンと
その誘導体を描き，その異性体を説明している25)．
本書には多くの有機合成反応が書かれており，そ
の幾つかは白金触媒を用いた反応である事は注目さ
れる．触媒の概念はすでにベルセーリウスによって
1836年に提出されて26)，盛んに使用されていた事を
示唆している．
エーテルとエステルが同じ化合物グループに入れ
られ，「エーテル」「エートル」と呼ばれ，aetherと
書かれていた．混合エーテル，複雑エーテルの中に
エステルは入れられていた．これはアルコールが水
の一つの水素原子をアルキル基Ｒ－で置換したもの
であり，エーテルは残りの水素原子を更にアルキル
基で置換して，Ｒ－Ｏ－Ｒとなったものである事に
由来していると考えられる．それはアルキル基をア
シル基ＲＣＯ－に変えれば,エステルになるからであ
る．無機エステルについても同様の考えであったと
見られる．例えば硫酸メチルエステルもエーテルの
項に含まれている．この事は１９世紀前半の無機化学
で「硝酸」はN205で｢水を含む硝酸」がＨ－Ｏ－ＮＯ２
と考えた事とも関係している6,11)．
この事柄をミラーは次の様に記している27)．
IILTheEthers-Simple,Double， 
andCompounds 
之二由テ「ハリュスシュール」ハ「サリシール
シュール」ノー「アトーム」ノ水素二容ノ酸化
水素ト交代セシ者ト思考ス可シ・若シ「ハリュ
スシュール」ヲ熾熱スルトキハ第二酸化炭素及
pyrogalluszuur(TrihydroxylbenzoDC6H3 
(ＯＨ)3二分析ス.
Ｘ・有機物の合成Synthesevan
OrganischStoffen 
往昔二於イテハ有機物ヲ形成スルカハ無機物ヲ
形成スルカニ異ナリトス．何トナレパ無機物ハ
之ヲ分析シ其成分ヲ隔離シ，又之ヲ合スル時ハ
再ピ前品ヲ形成スルト錐モ，有機物二於テハ然
ラサレパナリ．千八百二十八年二於イテ
W6hler氏｢アンモニユムセアナート」ヲ水中二
溶解シ，是ヲ蒸発セシメテ図ラズ尿素ノ生スル
ヲ発明セリ．
この発明により無機化学と有機化学の分界は無く
なったと記し，以下の有機化学合成の反応を示して
いる．説明は省略し反応式のみを表３にまとめた．
二酸化炭素を出発物質として多くの化合物が合成
出来る事を示している．
ＸＩ考察
ホルトルマン口述「有機化学』には多くの事柄が
記載されているが，殆どが分子式での記載であり，
構造式で記載したものは少ない．この事はミラーの
テキストでも同じである．有機化合物の基本的な炭
素原子間の結合は論じられているが，化合物の表示
には当時あまり使用されていなかったことを示唆し
ている．
本書のベンゼンの構造についての記述には注目さ
れる．ベンゼンのケキュレーによる六角形モデルが
認められるようになった経緯については多くの書物
に記されている．それらには彼が原子の棒形モデル
を用いて分子モデルを組み立てた事は記されている
が3'''''3,21)，これを用いて1866年に環式モデルを組
み上げていたことはあまり記されておらず22)，六角
形モデルとなっている．本書にはベンゾールの環式
(９） 
化学史研究ＶｏＬ３１Ｎｏｌ
表３有機化合物の合成
1０ 
l）蟻酸の合成
：ＣＱ+i]。+K鑿=f]ＣＱ+coH]Ｃｏｏ十!]o-coH]・
樛酸の合成，２CO2＋Ｋ２＝C204K2
2）メタン，エタン，プロパン，ブタン，ブチルアルコールの合成
ＣＳ２＋２Ｈ２Ｓ＋８Ｃｕ＝ＣＨ４＋４Ｃｕ２＋４ｓ，２ＣＨ３１＋Ｚｎ＝Ｃ２Ｈ６＋ＺｎＩ２ 
Ｃ２Ｈ６→Ｃ３Ｈ８，Ｃ２Ｈ６→C4H1o，２Ｃ２Ｈ５Ｉ＋Ｚｎ＝Ｃ４Ｈｌｏ＋Ｚｎｌ２ 
ＱＨ肺ＣＭｉＨ．q+ＨｄＱＨ臘川QH劇;]O=CⅢC署室]。
｡舐]ⅢH]o=M程]ｏＷｏ
４）蟻酸カリウムの合成：ＣＮＨ＋ＫＯＨ＋Ｈ２０＝ＮＨ３＋ＣＨＫＯ２
５）酪酸カリウムの合成
・岩]。+HCN-[:i汁H塾O[:i汁ⅢHHD薑NH汁[:墨
6）メタノールからプロピルアルコールの合成
methylamine→methylalcohoL 
methylamine→acetonitrile→aethylamine→aethylalcohoL 
aethylalcohol→propionitrile→propylamine→propylalcohol 
7）脂肪酸のホロリーデンとアルコールラジカールー亜鉛からAcetoneの合成
acetoneから二級アルコールの合成
8）Desoxaliczuurからブドウ酸の合成
Ｃ５Ｈ６０８＝Ｃ４Ｈ６０６＋ＣＯ２ 
９）アセチレンから乳酸の合成
Acetylene→ethylene→ethylenechlorhydrine→cyaanhydrine→Iacticzuur 
l皇`HⅢHⅢＨＤＩ薑NH汁｢鑿Ⅲ
10）コハク酸塩，リンゴ酸の合成
'1…H卿州M-川H汁|i墓|謹拙ⅢM|鑿Ⅲ
11）アセチレンから馬尿酸の合成
３Ｃ２Ｈ２＝Ｃ６Ｈ６，Ｃ６Ｈ６＋Ｂｒ＝Ｃ６Ｈ５Ｂｒ＋Ｈ 
Ｃ６Ｈ５Ｂｒ＋Ｎａ２＋ＣＯ２＝ＮａＢｒ＋Ｃ６Ｈ５ＣＯ２Ｎａ 
Ｃ７Ｈ５０Ｃｌ＋Ｃ２Ｈ４ＮＯ２Ａｇ＝ＡｇＣｌ＋C9H9NO3 Hippuurzuur 
CO2＋Ｃ６Ｈ５０Ｎａ＝Ｃ６Ｈ４(ＯＨ)CO2Na Salicylzuur 
C6H4(ＯＮa)ＣＯＨ＋（C2H30)２０→Ｃ６Ｈ４(CO)C2H20 Cumarine 
`伽'二Ⅱ側K卿H臺川qH伽，伽､…
12）ベンズアルデヒドから桂皮酸の合成
Ｃ６Ｈ５ＣＯＨ＋Ｃ２Ｈ３０Ｃｌ＝ＨＣ１＋C6H5-C3H2-OOH Kaneelzuur 
C6H5C3H2NaO2→Ｃ６Ｈ５,C3H30 Kaneelaldehyde 
(10） 
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ものであり，それらから化学の手法によりその有効
成分が単離され，その分子の姿が明らかにされたの
である．１９世紀後半には盛んに研究されていた事が
示されている．
有機合成の項では無機化合物CO21CqCaC21CS2
を出発物質として，種々の有機化合物が合成出来る
ことを示している．有機物は生物によってのみ作ら
れるとした従来の考え方を否定し，これにより無機
化学と有機化学の境界は無いものと記している．
ホルトルマンの講義した有機化学は非常に広い範
囲の事柄を含むものであった．そこに示されている
化合物名の多い事，有機化学の反応例の多い事は注
目されるべきである．例えば,明治１１年に刊行され
た松岡文橘抄訳の『新式有機化学上」には，糖類
の旋光性は記述されていない３１)．
藤本純吉が筆記して残した『有機化学講義録』は
明治初期の草創期の化学についての数少ない資料と
して重要なものである事が本研究により明らかとな
った．
表４糖類の旋光度30）
旋光度糖の名前
Canesuar 
Melezitose 
Mycose（Trehalose） 
Melitose 
Grapesugar（Dextrose） 
Maltsugar 
Fruitsugar（Levulose） 
Eucalin 
Sorbin 
Milksugar（Lactose） 
Glucoseofditto*(Galactose） 
Invertedcanesugar 
right 
right 
right 
right 
right 
right 
left 
right 
left 
right 
right 
left 
。（）（）・‐Ⅱ▲
△■、｝△
（皿『〉凸扣ユ△（王ｕ〉
●
●
 
●
●
●
 
（空い）’加」△〈叩叩叩〉（丁〃〕【”〃０（切〆］（・院叩）〈仙叩〉（・帛叩）〈｜』皿）へ至心）（】（）
【〃”０（叩『〉勺０Ⅱ△〈小皿ＶＰ院、）〔”〃，〈Ⅲ叩）［片口〉△句ｑＣＦ院ｐ〉（）（）（叩〃】
宅■■壬『■Ⅱユ
ョ０Ⅱユ勺Ⅱ０△
＊Glucoseofditto＝グルコース類似糖
GeneralRemarksontheEthers 
a、simpleethersC2H5,Ｃ２Ｈ５,Oordinaryether
bdoubleormixedethersmethyl-amylic 
CH3,C5H11，O 
ccompoundethers 
whichmayeithercontaintheelementsofa 
simpleetherandofanoxy-acidanhydride， 
ethylacetate． 
とあり，compoundethersはエステルである事を
示している．当時はエーテルとエステルとを分けて
いなかったのである．同書のTable「Ethylic
Ethers」にはエーテルとエステルが並んで表記され
ている28)．ウイリアムソンも酢酸エチルをaCetiC
ether（C2H50C2H30）と記している29)．
酒石酸とその塩類の旋光性，ブドウ酸が右，左転
回酒石酸の混合物であることを証明したパスツール
の実験が講義されていた事も重要な事柄である．こ
れは光学異性体の存在を明らかにして立体化学の草
分け的存在となったのであることは良く知られてい
る．糖類の旋光性も糖の化学にとって重要なもので
あり，表４にはミラーのテキストに記載された糖類
の旋光度を示した．
アニリンより染料の合成はヨーロッパでの有機化
学工業および薬品工業の始まりとなったものであ
り，当時の新しく発展した化学の分野でもあった．
多くの天然有機化合物の名前が見られるのも本書
の特徴である．有用天然物は古くから広く利用さた
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